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国土交通省，第2回実効性のある避難を確保するための土砂災害対策検討委員会，平成30年10月31日，
資料2 平成30年7月豪雨における土砂災害の被害実態
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広島県資料
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７月６日に，

（少なくとも）２つの
土石流が発生

10km

呉

広島

天応

7月17日，国土技術
政策総合研究所撮影
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7月17日現地調査

広島県呉市
天応地区

1809世帯，3713人
(H30.1, 呉市)

国土地理院の電子地形図
（タイル）に加筆



W=約10m

W=約50m

橋

・土石流によって，家屋が5戸?が基礎
部残して跡形もなく流された。

・1戸は上屋が10m程度移動した。
・土石流は最大2m程度の礫とマサか
らなる。

・谷出口での速度は，25km/h程度
0 30 60m

国土地理院の電子地形図（タイル）に加筆

?

7月６日 20:20頃発生
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1m以上の礫が
まとまって堆積

1m以下の礫と

マサが堆積

2018/07/17

支川谷出口から下流を望む
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7月６日 21:00頃発生 ・背戸の川本川上流からの土石
流は，橋梁に一部堆積。

・橋梁が閉塞したことで，洪水が
上流の家屋にも迫った。（住民
からの聞き取りによる）

・流木も土石流と共に流れ下り，
家屋に被害を与えた。

?
?

0 30 60m

国土地理院の電子地形図（タイル）に加筆
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本川からの土石流による土砂と流木は地区上流の橋梁
部を閉塞させた。橋梁直上流の河道は土砂により埋没。

本川

橋梁

2018/07/17
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左支渓流からの土石流の
推定堆積範囲

土石流発生堆積箇所の下流では．．．

国土地理院の電子地形図（タイル）に加筆

? 7月６日 20:20頃発生
左支渓流からの土石流の
発生・流下範囲

7月６日 21:00頃発生
本川からの土石流の
推定堆積範囲

土砂・流木が堆積。
多くはないが1m以上の

礫が散在
背戸の川

大屋大川
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背戸の川 大屋大川
堰堤 3

堰堤 2

堰堤 1

左支渓流

治山堰堤

国土地理院の電子地形図（タイル）に加筆 11



?

水通し部～本体破壊

2018/07/17

石積堰堤１
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高さ:5.6m, 長さ:30m,  

天端幅:1.6m,

調査時の堆砂状況:破壊部付近まで土砂が堆積



2018/07/17

石積堰堤3
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高さ:5.0m, 長さ:28m,  

天端幅:1.4m,

調査時の堆砂状況:天端付近まで堆積

本堤に目立った破損は確認されない



天応観測所(呉市)
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土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域

災害発生前，国土地理院の電子地形図（タイル）に加筆
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主な課題
～呉市背戸の川の事例から～

・土石流の氾濫のほか，流木が狭窄部等を閉塞させ，
被害が発生した。緩勾配渓流も含めた流木対策計画
の立案に向けた，流木流出量算定手法の開発

・石積砂防堰堤が破損した。これら施設の破壊メカニ
ズムの検証と補強をする際の着眼点の検討

・土石流発生渓流下流での土砂・洪水氾濫危険範囲
の評価

・夜間に大雨となり，土石流が発生した。このような場
合の事前避難の住民への喚起とその方策
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２．達成目標

【重点】複数の渓流からなる広域山地流域における流木対策に関する研究 （H30-H33）

１．研究の背景

福岡県朝倉市の流木災害（2017）H29年九州北部豪雨では、多くの支渓流から
発生した大量の流木が主渓流に流入し、下流
域まで流下して災害が発生した。

既往の土石流危険渓流等における対策に加

え、土砂・洪水氾濫により下流に流下する流木
の流出量を推定して，被害の防止軽減をはかる
必要がある。

そこで、渓流の地形など流木の流れやすさを考
慮して流木流出量を推定する手法が必要となっ
ている。

また，流出してきた流木を効果的に捕捉するた
めの砂防堰堤等の構造や配置手法を検討する
必要がある。

図 支渓流等からの発生流木の
主渓流への流入

図 主渓流斜面からの発生流木

図 流木による被害

図 支渓流斜面から発生した流木の堆積

■複数の渓流からなる流域における流木の流出量推定手法の提案
■複数施設の効果的な配置と構造の提案 17



２．達成目標

図-1推定されている破壊のメカニ
ズム（広島県資料より）

【重点】砂防堰堤の補強に関する研究（H30-H33）

１．研究の背景

・西日本豪雨災害では，石積砂防堰堤が破損し，下流での被害が
生じた箇所があった。（広島県では，砂防堰堤9基，床固め工2基が破
損）

・石積堰堤は現行基準で設計されていない施設であり，全国で

の計画的な補強対策，具体の補強方法の提案が必要とな
っている。

・これまでのところ，災害前には満砂に近い状態の堰堤が，土石流等の
流下により一部が破損し，その後次第に破壊したメカニズムが推定さ
れつつある。

・このような背景から，現行基準を満足しない施設の破壊のメ
カニズムの推定とコンクリート堰堤も含めた補強方法の
検討，補強対策の優先順位付けの考え方の提案が重要
な課題となっている。

■土石流による外力作用時の砂防堰堤の損傷実態の把握
■堰堤の破壊メカニズムの解明
■既設堰堤の補強方法の提案
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⼟⽯流
氾濫解析

降⾬・⼟砂流出解析

⾕出⼝

降灰の
分布

降⾬の分布

・地形精度が大幅に向

上した解析メッシュ

・降雨の空間分布，降

灰量分布を考慮した

ハイドログラフの算定

火口付近の堆積厚の推定に基
づく等層厚線（桜島での検討例）

凡例

火口
自動降灰量計

堆積厚0.5cm

・火山灰堆積厚計測手法体系化
・火山灰堆積厚分布推定手法の開発

2.土石流の氾濫予測

1.噴火時の降灰量把握

堆積厚1cm

・火山灰の浸透特性を反映した流出モデルの開発
・降灰斜面・河道から生じる土砂を反映した土石流流出
モデルの開発

数時間先について計算されたハイドログラフを用いて氾濫
計算を行い、対象渓流上流における土石流の発生及び時 刻
、下流における溢水・氾濫時刻及び氾濫範囲を評価

火山噴火に起因した土砂災害の減災技術 土石流・流木災害の予測・対策技術

土砂災害対策施設の設計の高度化

4.堰堤の破壊メカニズムの解明

・砂防堰堤の損傷実態の把握

・超過外力作用時の砂防堰堤の破壊メカニズムの
解明

・既設堰堤の合理的な補強方法の提案

現地調査に加え，

UAV等を併用し礫

径調査を行い衝撃

力を推定現地調査

写真判読

：礫

H30年8月豪雨災害で破

壊した砂防堰堤

渓流の地形など流
木の流れやすさを考

慮して流木の発生・

流出リスクを評価

LP計測データを用
いた2次元平面メッ
シュ

気象庁降水短時
間予報データ

火山・土石流チームの主な研究・課題

3.広域流木対策計画立案手法の

検討
（１）流木の発生・流出・堆積実態の解明

（２）流木災害のリスク評価

・広域流域における流木の流出
量推定手法の提案

・複数の土砂・流木対策施設の
効果的な配置と構造の提案

境松崎川における流木の流出過程の検討例
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